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ま え が き 
 
  我が国の完全失業率は、バブル期の 2%台前半から、バブル崩壊後大幅に上昇し、2002 年

には 5.4%を記録した。その後、長期の景気拡大が続く中で、2007 年央では、3%台後半まで

低下しているが、依然として 90 年代前半の水準を上回っている。 

 雇用政策を適切に進める上で、失業構造の実態、失業が生じている背景・要因、また、就

業が困難な場合の要因等の分析・解明を行うことは必要不可欠といえる。その際、雇用情勢

や労働力需給のミスマッチの状況等を判断する上で、構造的・摩擦的失業率の的確な把握は

極めて重要といえる。  

 構造的・摩擦的失業率、均衡失業率の推計は、UV 曲線（失業・欠員曲線）を用いた UV

分析と修正フィリップス曲線を用いた NAIRU（インフレを加速させない失業率）によるもの

が主な方法である。しかしながら、双方とも推計上の問題点が指摘されており、構造的・摩

擦的失業率の水準、変動要因についても、手法により結果に幅がみられる。 

  また、失業率、特に需要不足失業、構造的失業、摩擦的失業の概念や UV 分析、NAIRU の

理論的背景、UV 分析と NAIRU との関係についても十分な研究蓄積があるとは必ずしもいえ

ない。さらに 90 年代以降の失業率の大幅な変動が、マクロの労働市場あるいは他の経済構造

の変化によるのか等という点についても詳細な検証は少ない。 

  このため、労働政策研究・研修機構では、「失業率の理論的分析に関する研究会」を立ち上

げ、①均衡失業率、構造的・摩擦的失業率、需要不足失業率といった失業率の概念整理・理

論的考察を進めるとともに、②UV 分析及び NAIRU 等の分析手法に関して、理論的整理、推

計手法の問題点の整理及び推計手法の改善を図り、最新データに基づく推計を行うほか、③

労働力需給のミスマッチの状況も含め、失業構造の実態把握とその変動要因の分析を行うこ

ととした。 

 研究テーマ・内容は多岐にわたることもあり、今回、ひとまず、現段階までの研究成果を

「中間報告」として報告書をまとめたものである。本報告書では、失業の変動状況について

概観・整理を行うとともに、UV 分析と NAIRU に関し、理論的枠組、実証面の課題、両者の

関連性について考察を進め、推計手法の工夫も試み、構造的・摩擦的失業率（均衡失業率）

の試算をいくつか行った。推計手法により、構造的・摩擦的失業率の水準等に差はみられる

ものの、UV 分析や NAIRU の推計結果やマクロモデルシミュレーション分析等も含め、1990

年代後半に、構造的・摩擦的失業率が上昇し、経済社会の構造変化、労働市場の構造変化が

生じた可能性が示唆された。研究成果の理論的・実証的側面の更なる精緻化、包括的な研究

のとりまとめ等が今後の課題であり、最終報告で総括的な整理を行うことを予定している。 
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